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エアバス、国土交通省航空局より航空機設計検査認定を取得 
 

エアバス・ヘリコプターズ・ジャパンは29日（東京時間）、国土交通省大阪航空局より事業場

認定のひとつである航空機設計検査認定（Design Organisation Approval: DOA）を初めて取得

したことを発表しました。この航空機設計検査認定は、エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン

の設計活動のすべてを網羅する内容で認定されたため、自社が展開するすべての機種に対し、

日本国内で行うあらゆる設計活動について、現在は国土交通省航空局が行っている設計承認

を、DOAとして確認することができることとなりました。また、DOAを取得した唯一の外国系ヘ

リコプターメーカーとなりました。 

 

エアバス・ヘリコプターズ・ジャパンのDOAは、欧州航空安全庁（EASA）パート21に準拠した体

制を構築しました。航空局は、エアバスDOAに基づき、エアバスの技術設計について、国土交通

省が承認したものと同じであるとみなすことが可能になります。今回の承認は、航空局とエア

バスとの信頼関係および緊密な協力のもと実現しました。今後はよりスムーズで効率的なヘリ

コプターの装備・改造が可能になります。 

 

このDOAは、次世代のH160や大型のH225を含む、日本で運用されているすべてのエアバス製ヘリ

コプターを対象としており、日本での任務に合わせた専用の追加型式承認（STC）キットや複雑

な構造改修の設計、製造、検査、承認を行うことができます。 

 

エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン株式会社のジャン・ルック・アルフォンシ最高執行責任

者兼社長は次のように述べています。 「日本の航空産業界と65年間にわたって関係を構築して

きたエアバスにとって、このたび航空局からDOAを取得できたことは歴史的な節目です。EASA 

パート21に基づく設計・製造・整備に関するエアバスの基準と、航空局の基準を神戸の整備・

技術拠点で一つに統合することによって、私たちは日本国内における主体的な技術力と対応能

力をさらに強化していきます。迅速な対応が可能になることで、カスタマイズされた機体をよ

り早く運航に復帰させ、顧客が遅滞なく任務を遂行できるよう支援していきます」 

 

日本全国のオペレーターにとって、DOAの取得は運航ワークフローを大幅に効率化し、納期を短

縮させます。従来、特別な機体改修を行う際には、複数段階にわたる申請プロセスに加え、航

空機検査官による地上試験および飛行試験の現地立ち会いが必要でした。しかし、今回のDOA取

得により、既存の製造検査認定（POA）および整備改造認定（MOA）と合わせ、エアバス・ヘリ

コプターズ・ジャパンは耐空性に関する包括的な承認を保持することになります。これによ

り、改修の設計、製造、検査、飛行試験までを自社内で完結できるようになり、カスタマイズ

した機体をより迅速に現場へ復帰させることが可能となります。 

 

エアバス・ヘリコプターズ・ジャパンは日本において、包括的なソリューションを提供する唯

一の外資系ヘリコプターメーカーです。東京と神戸に拠点を置く400名のチームを擁し、神戸の

拠点にて、機体の最終仕上げをはじめ、整備、エンジニアリング、テクニカルサポート、訓



 

 

練、予備部品の販売を行っています。2020年に拡張された神戸の施設は、最大40機の中型ヘリ

コプターを同時に収容可能で、年間80件以上の主要なMRO（整備・修理・オーバーホール）およ

び改修プロジェクトに対応できる能力を備えています。 

 

 
（左から）梅澤 大輔 国土交通省大阪航空局長、エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン（株） 

オリビエ・アンドレ業務本部長、ジュリアン・ホケット技術部長、三木克史 品質保証部長 
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リリースに関するお問い合わせ先：エアバス・ジャパン株式会社 

 

藤宗宇多子 

03-5775-0133 
utako.fujiso@airbus.com 

野坂孝博 

03-5775-0129 
takahiro.nosaka@airbus.com 
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